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東日本大震災下で家畜 を救 つ た銅料米を襲 う放射能，

その除染は 'フ

遠藤和l生本

はじめに

東日本大震災で、東北，関東の配合飼料工場が被災

して大震災直後からおよそ 1ヶ月間，配合飼料の生

産と物流が大混乱に陥りました。その非常事態持に

底力を発搬したのが飼料米でした。

その上に飼料用トウモロコシ相場が世界的な穀

物不足と米国でのエタノール需要噌を背景に史 k

最高値を更新する状況が重なり，飼料米への期待が

大きく高まりました。そのr:!:Jで飼料米の今年度作付は

被災5県を除いても 26，087haと前年比243%も増加

して期待にJZ;えうる見通しとなりつつありました。

そこに東電福島第一原発の大爆発司3-jljJz:が発生し，

大i訟の放射線が飛散されました。その規模は線量

ベースで、広島型原爆の 29.6倍に達していると東京

大学アイソトープ総合センターの児玉教授は指摘

しています。まさに飼料米が畜産家と消費者の期待

に応える上で、適切な除染対応が不可欠になってき

ました。

干の非常事態にし、かに適切に対応していくのか

に関して超多収米静及連は農水省生産局畜産官1¥草

地整備推進室の協力を得て学習と討論を実施して

きました。現在までの到達点を報告します。

1 大震災直後に畜産銅料の

確保が困難な状況下で真価を

発揮した飼料米

東!ヨ本大震災で北日本くみあい飼料の石巻工場，

花巻工場，八戸工場や東日本くみあい釘l料の鹿島工

湯等が被災し，震災日から 1ヶ月以上記合飼料の生

産と物流が大混乱しました。その非常事態H寺に飼料

米が底力を発挿した実状を秋田県，山形県，岩手県，

茨城県，青森県における事例として紹介します。

交ポークランドグループさん(秋田県)で飼料米が

救世主となった事例

事 Mi多l以後米渋及足li絡会、iF務局(KazuoEndo) 

ポークランドでは，今年年間 800tの飼料米を飼

料に添加する予定で，その一部を直接農家から畏い

上げ，保管・破砕・配合飼料への混合の実証実験を

行うため，保管施設の整備と破砕機等の購入を行い，

今年から地域循環型飼料の実験を行う子P定で進め

ておりました。この事が被災後の飼料供給難に対し，

救|主主となった事を報告したいと思います。

震災発生時，在庫の配合飼料は 300tありました

が日 120t使用するため， 2臼分程度しかありま

せん。電話も電気も遮断されていたため，連絡が取

れず週間はエサが来ないと判断，種豚中心の給

餌に切り替える苓とし，配合飼料の給餌設を通常の

3分の lの40t，飼料米 1日20tで対応する事としま

した。

実i民通常使用量の 50%での対応;は， 19日まで

続き(米の破砕能力が 2t/hしかなかったため)そ

の後，破砕機を増設し，粉砕能力を高めると共に，

フレックスタイムによるイ成約LをあEけ， 50t/ l3までj交
入可能としました。

災から 1カ月後には，配合飼料は新潟，群馬，

九州などから届くようになりましたが，確保できて

いる量は 1日80tで，残り 40tは飼料米に頼る状況

は変わりませんでした。使用している破砕機は粗い

米粒が残ります。米粒が多いと豚は食べなかったり，

食べても米消化で糞から出てくることも少なくな

いのです。さらに飼料米の配合を農場で、わ二う場合，

比重の遠いで配合飼料と米が分離してしまいます。

それでは稼は配合飼料だけ食べ，米を残すように

なってしまいます。農場では給餌の方法に様々な工

夫を施し，食べさせる為の努力をしました。

飼料米の取り組みがなければ3分の2の豚は死ん

だかもしれません。被害も最小限に抑えることとな

りそうです。辛い思いをしましたが，設災をi通面じて

J今まで

f得与ることができました。そして，思ったよりも杷育

0369-5247 / 12/Y500/ 1論文/JCOPY
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豚の立ち直りが平く，現在は通常ベース以上の出荷

に戻り増体も閉復しました。これから繁殖豚の屈復

を見極めていきたいと思います。

十和田湖高原ポーク 桃豚

ポークランドグループ代表 聾下勝彦さん

会米沢郷グループさん(山形県)で鶏を餓死させず

に乗り切れた事例

米沢郷グループの状況をお知らせいたします。

3月 11日の震災で，私どもが入荷しております飼

料メーカー(仙台市・石巻市)が甚大な被害を受け，

飼料の入手ができなくなるのではなし、かとのいう

ことで，在庫が約 3日分しかなく， i鶏を殺さなしリ

という方針をすぐ立て，飼料米の配合比率を高め

(50%)給餌しました。翌々日には社の銅料メー

カーと連絡が取れたものの，実i深に飼料が入ったの

は4日後で，緊急飼料(無薬)での対応が可能となり

ました。

飼料米に取り組んで、いて緊急対応が可能となり，

冷静な判断ができたものと考えております。他メー

カ}とは連絡がなかなか取れず，連絡が取れても数

量は勿論， i然薬j は難しいとのことでしたが，無

薬宣言l料は最低限である旨を伝え，可能となってから

手当するようにしました。このことも，餌料米があ

り，鶏を殺さないという方針の下，落ち着いて判断

できた要因と考えております。

結果，震災以降，飼料米の配合割合を高めたのは

最初だけで，飼料が不足する，切れるという状況は

なく，エサにより l羽も鶏を殺さずに済んでおります。

飼料米の取り組みは，自給率を高めることは勿論，

このようなリスク分散・閉~Iこも必要不可欠のもの

と思います。

また，被災された皆様に対して，生産者間体である

私たちの支援は，継続できる農業・地域の米来に向け，

農資産物を作り続けることと確信しております。

飼料米は，その重要な取り組みのひとつであると

考えております。

株式会社米沢郷牧場事業部阿部均さん

大いわて生協の提携生産者さんが鶏の淘汰を由避

できた事例

震災時の家事に関する館料米の対応についての

報告です。

いわて生協は， I隊・鶏で飼料米を使用していました0

1.豚肉の場合

(1)銅料工場で米を粉砕後に，銘柄豚専用配合飼

料，で，各生産者に，配送していました。

(2)震災では，館料米の配合をする錆料会社が被

災して，飼料米を給与するなどの対応が一切

できなくなりました。

※八戸(半壊)・石巻(全壊)工場が影響を受け

ました。

<現在の状況>

一般的な配合銅料を給与しており，館料会社の

専用館料の再開見通しもたっていない。よって現

在は，銅料米を給与することができていません。

2.鶏肉の場合

(1)鶏肉は，もみつきのままの給与が可能である

ことから，震災後の飼料が届かない状況にお

いて，活用されました。このことで，飼料不

思による鶏の「淘汰j は回避されました。

(2)一般的な配合飼料の納品まで，飼料米を中心

に給与し淘汰の必婆性は，幸いにもありませ

んでした。

<現在の状況>

現在は，配合率を下げて契約重量;内に収まるよ

うに調整して対応していますが，銅料米の給与は

継続しています。(震災後に，銅料米のみを給与

したために不足となっている)

<飼料米の震災時の有効性>

※いわて生協の場合

!ほ肉→x(粉砕し，配合しなければならない流通

の課題がある)

鶏肉→u(もみがらの給与ーが可能なので，震災の

効果は「大J)

以上，報告致します。

いわて生活協同組合調品部 畜産チーム

チームリーダー 山下健… さん

大JAやさとさん， JAひたち野さん(茨城祭)での

銅料不足を乗り切れた事例

JAやさとでも精米工場のぬかや地元の大豆かす，

それとえさ米など地域にある資源を使い在庫の銅

料に滋めるかたちでしのいだようです。

卵の黄身が白くなって組合員から問い合わせは

ありましたが。
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また， JAひたち野と提携して飼料米を 66.5%給

糾している小幡養鶏さんも， 4日間続し、たトウモロ

コシの供給途絶状況下でも何ら影響なく籾米給餌

を継続できたとのことです。

東都生協常務理事風情].1子司治 さん

すた-~~も淘汰せずに乗り切れた青森県トキワ養鶏

農協の事例

大震災直後に八戸からの輸入館料物流の大混乱

が続き，輪入飼料依存度の高い畜E芝生産者は銅養家
高のかなりを淘汰せざるをえなかったが飼料米を

給糾しているトキワ養鶏農協は，一羽も淘汰せずに

釆り切って館料米の真価を確認できました。

しかし放射線汚染開題では消費者の要望を

して哲定基準値以下でも出荷しない方針で対志し

ています。低濃度放射線汚染農産物の健康への影響

に関する科学的解明が切実な課題となっているこ

とも合わせて報告されました。

トキワ主主主i;j農協会長 石j率 直て!っ さん

。以上の事例から大震災下での配合飼料入手間

~tí~ 1I寺に飼料米が真和lî を発障できた教言11 を以下のよ

うにまとめられると考えます。
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(1)籾米での給餌が可能な養鶏部門で最も真価を

発揮したことです。

(2)耕畜連携による地場生産と流通が大震災の直

を分散できたことです。

(3) 自家配合施設を稼動させていた畜産農場が共

通して威力を発揮していることです。

(4)養豚，乳牛，向牛向には籾米を粉砕，圧扇させ

る設備の導入が飼料米の有効給餌に不可欠です。

*農水省東北農政事務所の調査によれば，大震災館

料工場被災による配合飼料の入荷停止で餓死した

家造は，宮城県で採卵鶏 74.5万羽・食烏 45万羽に

なると推定されます。(東北農政事務所作成の宮城

県での斎産関係被害状況表をご参照下さい。)

O青森県，岩手県，宮城県の 3県における商産関係

被害状況 (6月 l日までの報告分，福島県は謂査中)

2.飼料米の 201 1年度全国作付

語種は 3万 4千 haに

飼料米の今年度全国作付面積は，大震災の被害を

乗り越えて前年比230%，33，939haに達しています。

被災 5県の作付面積は前年比 194%，7，852haで

全国構成比 23.1%となっています。そして農水省に

よる「水間活用の所得補償交付金Jのうち拶|畜連撹

!?森県，え47手県点滅PiLの3県における潟産1y';J係被言状況 (6JJ 1 1'1までの報告分，福島県は調査中)
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青森県における議産関係被答状況 (6n 1日までの報告分)
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助成もj'JIj年比 195%，25，809haに地加し，循環担飼

料米生産の広がりを示しています。

この作付而新大幅唱の要|玄|は，戸別所得布械i行昨揃i司市i打jl

お:けナる自釘飼=可i昨宇字料;ヰト川沖米と行{作乍付布械補!H古i"i10匂a当たり 8万円の干右積f克i苅七梅i医則A叶十性3生;にあ
りますがその交イ十付て司j条{件牛として音産f飼副4半料料"'ヰ|ト，不剃手和利|リJ)用羽者との利
}目1リJf供!共t*忠給台!協1お4注定'が前提になつていますO その音産飼料利用
供給協定を締結するとで，生協の大きな 貢献がある

と考えられます。生協による飼料米生産支援の到jきは，

ノ!日クラブ生協事業連合を始めとした首都図の生協

迎合が先|主11を切り，その流れが東北，東海，関四，

IJLI悶に!よがり，今年には北海道，九州、lを含む全国的な

超多l反飼料米の耕畜連携での本格生産を強く支持する理由

ilVJきとなってきています一。

生協の飼料米生産支援問:nqの構成比は‘09年度作
付で全国の 51.7%に達し，大11屈に消えた‘10年度

作付でも 26%を占めています。 '11年度作付でも111"

年以上の構成比になるのは確実と考えられます。ま

さに~VI 畜連携による飼料米生産を消費者が大歓迎

する r~JI 帝消連携」に発展して飼料米の作付面積が

地加している状況と言えるのではと考えられます。

以下に消費者が飼料米生産支援を支持する理由

を掲げますのでご参照下さい。

(:sfjにはモミのまま給与， Jほと'1はモミのまま紛れしし給与)
τ~m震発護士主肥で育った飼料用米が日本の=@i産と水悶E2言葉を変え、飼料自給率と食の安全を向上させます。

同時に循環型地域限設への転換で地域の環境を保全します。
古米国産トウモロコシは，J ¥イオエヲノール宗主さの増大などで価格が高止まりし、飼料用米の期待が高まって
います。 '11年度Iま前年のほぼ2.5倍の3.4万haの作付けとなっています。

日本臨産のメリットとは|畑を活かす|

O 減反水田の全面j舌旦
O 食料自給率を5~'Óアップへ
(将来的には100万ha水回で
飼料用米を作付け)

地域経済の活性化産物

O地域経済の活性化
(将来的には毎年5，0001な円
-6，000億円が飼料米代金
として地域へiill流)

|安全でおいしい畜産物|

O国産で安全安心な飼料用米
の生産(残留~*ゼロ栽培)

O家資の健康増進と畜産物の
安全性向上(日本型食文化
の発展・充実に寄与)

0地域の環境を保全
0畜産堆肥の水田への投入は
CO2吸収に貢献

(別式〈民主f':' k';江主'下 :;t[j市 a~マネジメン卜研究空f; \I仙波 )t; ìH 教授の論文よりつ 1JI j) 
2011 年度i品11''1.>1ミノトJEJ作付iiiiぷ迎刊行[1¥:(ホ9・7"i吋l会における111水1守口1'，1.P. 12) 
(1)飼料JTJ米 :33，939ha 

22年IJl 23{j三度 J¥"I)Jllfinh'; 

(iji.位。ha)

対liii年上ヒ

2，3 自iiJrJm~と 11 ， 773 33，939 

資料 :22{ド IJlは「戸別所得布i行'1'tモデル士、j 策の支払いlíllf~'iJ

(2)WCSJlH百 23，123ha

22年度

19，166 

23.qoD[ 一一山Jf~))11 而干1!-!

W CS匂j川l日川]汀I稲j前日5，878 23，123 7，2/15 1.λ，16 

i資f交2叫1料5司1:氾22年!瓜l主l={は土「戸i日引別1]1刊lりJI所]好[1得L守引}汁;術[市打揃tliモデル支長対、'J気策;の文払い[百雨而[自剖IJ干も紡1t占!1i

(ω3ω) 拶紛i古沓iJ述!.l主i主[j携先L則助リ功J成 25，809ha ※手非非|ド1公衣 (川ql勾{位立:ha司) 

22'1三)瓦 23年度 JI;'/ ))11 tin ，h'J 対前年比

j11音I'.li扶助成 13，210 25，809 12，625 1.95 

(iiJ22年度の数字は， r~VI:T:主連防将1飼料Jti~ni'i対策ヨi- 業」のうら;j( I Ll I~J係の目立組而初。
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3. 飼料米の放射能汚染予測と

除染対策

農水省が土壌中の放射線量濃度暫定上限値を設

定した考え方は原発事故直後の放射性物質によ

る汚染は大気からの汚染で，夏以降は汚染土壌から

根が吸収して稲を汚染するおそれがある。これまで

得られた知見から71<.B3土壌から玄米への放射性セ

シウムの移行の指標を O.1とする。Jを基本にして

います。今年度の飼料米については，現在，放射線

の直接降下は大幅に低下しているので，土壌からの

吸収による汚染が心配されます。このため，これま

で得られた研究結果から，稲の根からの放射性セシ

ウムの吸収は土壊濃度の 10%との恨拠で放射性セ

シウムの濃度 5，000Bq/kg以下の7J<.B3では作付可の

指示を出しました(実際に作付制限が指示された地

調査地点における農地土壌中の
放射性セシウムの濃度 (Bq/kg)
② 25000< 
o 10000-25000 
ム 5000-10000
o 1000-5000 
畿 <1000

農地は、耕起による
土壌のかくはんや作
物の根がはる深さを
考慮し、水田iま15cm，
畑地は最大30cmの深
さで土壌を採取し，土
壌中に含まれる放射
性セシウムの濃度を
測定

o 25 50 100km 

jlt~は，避難区域，計画的避難区域，緊急時避難準備

区域)。

放射性セシウムは水に溶けにくくて土に残留し，揺

へのま1¥位別残留比率は，農水省の調査で、は，平均的に

は玄米 1:もみ殻3としづ検査結果になっており，も

み米を利用する際は，玄米の放射性セシウム濃度の

1.5倍を百安にするよう指導されていますが，今年収

穫する飼料米の籾給与については収穫特に汚染数値

の実践結巣を正確に分析して対応した方がよい。

飼料用米の暫定許容値は，玄米，もみ米とも

300Bq/kg，稲誌も 300Bq/kg(水分含量 8割換算)。

これは食品衛生法における音産物の暫定規制値

500Bq/kgを超えないようにするためのものです。

農地土壌の放射線濃度分布調査は福島県と鴎辺

5県の 580地点で，水田は表拐から 15cm，畑は表題

30cmの土を収集して検査を実施しました。除染

民地土嬢の放射性物質濃度分布図
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応策は，当面 5，OOOBq以上の農地を表土の削り取り

を基本にして 5，OOOBq未満に下げることを重点

目標とします。 5，OOOBq未満の水間では，農作物へ

の移行や空陪線量を下げる観点から反転耕による

セシウムを分散させる技術や移行を低減させる

栽培技術を応用する施策で対志していきます。

'i: 5， OOOBq/kg以下の低濃度放射能汚染対策も大事

な課題となります。

東京農業大学では，放射性セシウムの水国土壌汚

染を浄化する技術の器発を目的として，多収穫米や

ゼオライトを活用する方法を東京農業大学厚木農

場の超多収米実験水田にて実験を実施中です。

JRJt~大が 1'if.J 発した固体発酵技術は稲・麦・樹木・

主主等:のセルロース系と食品残液等の澱粉系を原料

としてエネルギーと飼料の生産を両立させる技術

で小規模，低投資で実用可能です。

カリウムの不足する土壌では，カリウムを施用す

ることで，放射性セシウムの吸収を抑制する効果が

あるとの知見があります。 i徐染技術の開発研究は農

水省技術会議事務局が現在実施中です。

*1徐染の実施にあたっては，元来汚染者負担の

原則JJに員IJって全ての汚染農地除染に要する経賀'は

111電に加害者責任を全うさせて然るべきと考える

ものです。

4. 東自本大震災と東電原発大

爆発事故から学ぶべきこと

杉|畜が連携して飼料米を生産，給自耳する日本型循

環畜産を消費者が大歓迎して飼料米の作付面積は

倍々ゲーム以上にここ3年間伸張してきました。「緋

畜消連携Jを確立してより計間的に展跨されればま

だまだ倍々ゲームによる飼料米作付面積の増大は

充分期待できると考えられます。

そのために以下を教訓として却活かしていけれ

ばと念顕するものです。

(1)脱毘発・再生可能エネルギーへの大転換を急

速に推進するエネルギー政策の確立です。

世界有数の地震頻発問，日本に原発推進政策を誘

導した「原発安全神話Jは完全に崩壊しました。今こ

そ世界有数の自然資源、を活かした再生可能エネル

ギ一政策への大転換により，エネルギー自給率向上

を推進する時です。飼料米生産，給餌との関連では

耕音連携によるバイオガス発電の推進は現実に動

き出しています。飼料米と伺様に「耕畜消連携jを強

障に確立して再生可能エネルギー推進への貢献を

念願するものです。

( 2)耕畜消が連携する飼料米生産の普及は循環型

地域農業を推進し大震災にも耐えられる地産地消

の優位性を実証しました。

飼料米生産の一層の普及と定着を確実にするた

めに良質発酵堆肥の大量投入による超多収飼料米

の安定した低経費生産体系の全国への普及推進で

す。同時に全国各地J或の気候風土にうまく適合でき

る超多収飼料米品種の開発促進と普及がもう一つ

の要点です。

それら二つが噛み合えば天候不順の年でも安定

11又量が確保され，非常事態持でも家畜の餓死を|切ぐ

ことができます。

( 3 )東電原発事故による広範囲な放射能汚染が発

生させた風評被害はこれまでの前例とは全く異な

るので抜本的な対策の早急な確立が必要になると

考えられます。

特に低濃度の放射能汚染に対する消費者の不安

にたいしては科学的根拠に基づく放射能汚染智定

規制値の設定が不可欠となっています。現行の暫定

値 500Bqについては内部被爆による人体の DNA損

傷からの修復能力を考慮すると科学的根拠はない

と多くの専門家が指摘しています。したがって暫定

規制値を科学的に設定させる国民運動の推進が緊

急に必要になっているとの結論に至っています。
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